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じ
め
撲
滅
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
各
校
合
同
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
全
学
校
が
合
同
で
取
組
を
行
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
留

萌
管
内
で
は
初
め
て
の
試
み
と
な
り
、
参
加
し
た
各
小
学
校
児
童
会
・

中
学
校
生
徒
会
の
代
表
計　

名
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
で
考
え
た

１０

様
々
な
想
い
の
中
か
ら
「
い
じ
め
撲
滅
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
決
定
し
発
表

し
ま
し
た
。
（
２
月　

日
）

１９

隠

２ 月のこ んなこ とあんなこ と

い

月
か
ら
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
ふ
じ

み
へ
き
地
保
育
所
の
園
児　

名
が
、
入
学
式

１０

を
目
前
に
小
学
校
の
雰
囲
気
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
た

園
児
た
ち
は
、
元
気
な
声
で
返
事
を
す
る
と
、
少

し
緊
張
が
解
け
た
様
子
で
、
上
級
生
に
連
れ
ら
れ

楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

（
豊
小
７
日
、
初
小　

日
）

１２

４

初
山
別
村
《
子
ど
も
い
じ
め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》

「
新
小
学
１
年
生
の
ご
紹
介
」

平
成　

年
度 

新
小
学
１
年
生

２５

　

《
一
日
体
験
入
学
》

 

◆
右
か
ら

・
畑　
　
　
 

陽 　
 

菜 

は
る 

な

・
菊　

地　
 

大 　
 

樹 

た
い 

き

・
麻　

里　
 

桃 　
 

子 

も
も 

こ

・
大　

井　
 

菜 　
 

未 

な 

み

・
田　

中　
 

誠  
一  
郎 

せ
い 

い
ち 

ろ
う

・
小　

川　
 

真 　
 

聡 

ま 

な
と

・
森　

山　
 

大 　
 

馳 

た
い 

ち

・ 
　

井　
 

洸 　
 

生 

こ
う 

し
ょ
う

・
三　

浦　
 

和 　
 

華 

の
ど 

か

・
佐　

藤　
 

楓 　
 

季 

か
え 

で

（
敬
称
略
）
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韻

ま
き
を
し
て
厄
除
け
を
行
う
節
分
の
日
に
、
保

育
所
で
鬼
退
治
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
保
育
所
に
現
れ
た
鬼
に
「
福
は
内
・

鬼
は
外
」
と
元
気
よ
く
大
き
な
声
で
豆
の
代
わ
り
の

お
手
玉
を
投
げ
つ
け
る
と
、
村
中
の
邪
気
が
い
っ
ぺ

ん
に
追
い
払
わ
れ
た
よ
う
で
し
た
。（
２
月
１
日
）

豆

海
道
文
化
財
団
助
成
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
と
エ
ル
ム
の
里
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
は
、
札
幌
市
出
身
で
演
奏
や
作
曲
等

で
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
能
登
谷
安
紀
子

さ
ん
と
、
日
高
町
出
身
で
多
数
の
賞
を
受
賞

さ
れ
て
い
る
薮
田
建
吾
さ
ん
で
、
道
内
３
か

所
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
月　

・　

日
）

２２

２３

北 能
登
谷 

安
紀
子 
＆ 
薮
田 

建
吾

《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ギ
タ
ー
の
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
》

ふ
じ
み
へ
き
地
保
育
所
《
豆
ま
き
》

泣いていた子も、最後は鬼さんと

記念撮影ができました！

【優勝】
 有　明 Ｂチーム（４０点）

【２位】
 有　明 Ａチーム（３０点）

【３位】
 豊　岬 Ａチーム（２０点）

おめでとうございます。

噛総合成績噛

人
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
た
交
歓
会
に
、
村
内

各
地
区
か
ら
６
チ
ー
ム　

名
が
参
加
し
、

６１

健
康
づ
く
り
と
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
室
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

で
は
、
一
打
一
打
に
気
合
を
込
め
た
プ
レ
ー
の

な
か
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
後
は
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
懇
親

会
が
用
意
さ
れ
、
お
互
い
の
健
闘
を
讃
え
て
い

ま
し
た
。
（
２
月　

日
）

１９

老 老
人
ク
ラ
ブ
交
歓
会

《
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
輪
投
げ
競
技
》
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吋

● ２月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

村バレーボール協会
　初山別土建杯（～７日）

５昇

ヘルスアップ教室（有明・初山別地区）６昌

予防接種
新小学１年生一日体験入学（豊岬小）

７昭

通年雇用支援セミナー
村学力向上連携協議会等役員会

８晶

スキー検定会（級別・ジュニア）１０掌

新小学１年生一日体験入学（初山別小）１２昇

ほしっこくらぶ１３昌

ファミリー映画会
村ＰＴＡ理事会

１４昭

ヘルスアップ教室（初山別・豊岬地区）１５晶

第２４回村老人クラブ交歓会
村子どもいじめシンポジウム

１９昇

議会全員協議会２０昌

ヴァイオリンコンサート
（交流センター）

２２晶

ヴァイオリンコンサート
（エルムの里）

２３松

ノルディックウォーキング教室
　７・１４・２１・２８日の毎週木曜日

 

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
 

★
プ
ラ
バ
ン
づ
く
り

　
　
 

☆
お
に
た
い
じ

　
　

で
し
た
。
（
２
月　

日
）

１３

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
２
月
号
」

次
回
、
３
月　

日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

１３

ぶ
」
は
、

　

☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び　

の
予
定
で
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

ァ
ミ
リ
ー
映
画
会
と
題
し
て
、
自
然
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
向
け
の
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ウ
イ
ザ
ー
ド
×
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
大
戦
ア
ル
テ
ィ
メ
イ

タ
ム
」
に
は　

名
、
大
人
向
け
の
「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」

５０

に
は　

名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
（
２
月　

日
）

８３

１４

フ フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
会

山
別
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
楽
す
ぽ
ク
ラ
ブ
」
が
、

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
催
し
、　

１０

チ
ー
ム　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

２０

　

熱
戦
の
末
、
村
内
ダ
ブ
ル
ス
の
頂
点
を
極
め

た
の
は
、「
荒
木　

隆
さ
ん
・
山
下
留
里
子
さ
ん
」

ペ
ア
で
し
た
。
（
２
月
８
日
）

初 爽
や
か
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

 ◆英部結果　　　　　　　　　　

 優勝　荒木　　隆・山下留里子

 ２位　平尾　和博・松田　　基

 ３位　山下美里子・向井　弘実

 ◆衛部結果　　　　　　　　　　

 優勝　依田　伸希・松田　友和

おめでとうございます。

バドミントン大会結果（敬称略）
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生
活
習
慣
病
を
防
ぐ 

　
　
　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　

高
カ
ロ
リ
ー
・
高
脂
肪
・
高
塩

分
の
食
生
活
は
、
肥
満
を
は
じ
め

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
が
ん
な

ど
の
大
き
な
危
険
因
子
で
す
。

　

低
脂
肪
・
低
塩
分
で
も
お
い
し

く
食
べ
る
コ
ツ
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

塩
分
カ
ッ
ト
の
コ
ツ

・
し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
の
か
わ

り
に
、
レ
モ
ン
や
す
だ
ち
を
か

け
る

・
塩
や
し
ょ
う
ゆ
よ
り
、
だ
し
を

き
か
せ
る

・
ラ
ー
メ
ン
や
そ
ば
は
、
し
る
を

飲
ま
ず
に
残
す

・
タ
ラ
コ
や
塩
辛
等
は
、
ほ
ど
ほ

ど
に

・
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
す
る
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
と
る

野
菜
摂
取
量 

　
　
　

ア
ッ
プ
の
コ
ツ

・
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む

・
き
ん
ぴ
ら
な
ど
の
常
備
菜
を

作
っ
て
お
く

・
加
熱
す
る
と
た
く
さ
ん
食
べ

ら
れ
る

・
緑
黄
色
野
菜
は
油
を
使
っ
て

調
理
す
る
と
栄
養
素
の
吸
収

が
ア
ッ
プ

カ
ロ
リ
ー
・
脂
肪
分 

　
　
　

カ
ッ
ト
の
コ
ツ

・
肉
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、
魚
を
も
っ

と
食
べ
る

・
肉
は
脂
肪
の
少
な
い
部
分
を

選
ぶ

・
ゆ
で
る
、
蒸
す
、
網
焼
き
に
す

る
・
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
の
調
理
器

具
で
油
を
減
ら
す

・
ラ
ー
ド
や
バ
タ
ー
は
ほ
ど
ほ

ど
に

（
保
健
師　

本
間
）

右

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

調
理
法
で
カ
ロ
リ
ー
は
こ
ん
な
に
違
う

こ
ん
な
食
品
は
塩
分
が
高
め



宇

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部
の
平
成　

年
２５

度
保
険
料
率
は　

坩

　

パ
ー
セ
ン

１０

１２

ト
に
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
保
険
料
率
を
上
げ
な
い

た
め
に
は
、
皆
様
の
健
康
管
理
・

健
康
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
協
会

け
ん
ぽ
で
は
、
被
保
険
者
様
（
本

人
）
に
は
、
が
ん
検
診
の
内
容
を

含
む
検
査
項
目
が
豊
富
な
「
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
」
を
被
扶
養
者

様
（
家
族
）
に
は
手
軽
に
受
診
で

き
る
「
特
定
健
診
」
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

緯

０
１
１
倆

７
２
６
倆

０
３
５
２

　
　
　
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
    
 

　

年
金
加
入
者
や
受
給
者
の
方
が
、

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入
記

録
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
最
新
の
年
金
加
入
記
録
が
一
覧

で
確
認
で
き
ま
す
！

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

加
入
状
況
や
保
険
料
納
付
状
況
が

一
覧
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆
未
加
入
期
間
な
ど
わ
か
り
や
す

く
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
期

間
、
標
準
報
酬
額
の
大
き
な
変
更

な
ど
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
記

録
が
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
登
録

者
の
Ｉ
Ｄ
発
行
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

  
 
 
 
  

　

自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ご

利
用
で
き
な
い
方
は
、
役
場
や
年

金
事
務
所
で
申
込
み
を
す
る
こ
と

で
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
年
金
加
入
記
録
を
無
料

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
申
込
み
に
必
要
な
書
類

・
申
込
書
（
役
場
窓
口
に
備
え
置

い
て
あ
り
ま
す
）

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

・
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
な
ど
）
又
は
照
会

番
号
が
わ
か
る
も
の
（
ね
ん
き

ん
定
期
便
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
、

委
任
状
（
役
場
窓
口
に
備
え
置

い
て
あ
り
ま
す
）
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
住
民
課
（
年
金
担
当
）

　

緯　

倆

２
２
１
１

６７

・
留
萌
年
金
事
務
所

　

緯

０
１
６
４
倆

　

倆

７
２
１
２

４３

　

旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局
に

お
け
る
収
入
印
紙
等
の
売
り
さ
ば

き
は
、
こ
れ
ま
で
非
営
利
団
体
の

「
旭
川
法
務
協
会
」
が
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
同
協
会
か

ら
、「
経
営
上
の
都
合
に
よ
り
、
平

成　

年
３
月　

日
画

を
も
っ
て
廃

２５

２９

止
す
る
。
」
と
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。

　

当
局
と
し
ま
し
て
は
、
後
任
の

印
紙
売
り
さ
ば
き
人
を
募
集
し
ま

し
た
が
、
応
募
が
な
い
こ
と
か
ら
、

当
支
局
内
に
お
け
る
印
紙
売
り
さ

ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
４

２５

月
１
日
か
ら
同
支
局
を
ご
利
用
さ

れ
る
皆
様
に
は
、
各
種
登
記
申
請

及
び
各
種
証
明
書
交
付
請
求
の
際

に
納
付
す
る
収
入
印
紙
に
つ
い
て
、

他
の
印
紙
売
り
さ
ば
き
所
で
購
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー

ビ
ス
の
お
知
ら
せ

旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支

局
内
に
お
け
る
印
紙
売
り

さ
ば
き
所
の
廃
止
に
つ
い
て
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烏

　

誠
に
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
旭
川
地
方
法
務
局
総
務
課

　

〒
０
７
８
倆

８
５
０
２

　

旭
川
市
宮
前
通
東

　
　

４
１
５
５
番
３
１

　

緯

０
１
６
６
倆

　

倆

１
１
１
１

３８

 

〜
お
引
っ
越
し
の
と
き
は 

　
　
　
　
 

早
め
に
手
続
を
〜

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に

納
め
て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
ら
札
幌
道
税

事
務
所
に
住
所
変
更
の
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

住
所
変
更
の
届
出
は
、
道
税

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
運
輸
支
局

で
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　

（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　

（
移
転
登
録
）

・
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

　

（
抹
消
登
録
）

■
住
所
変
更
届
出
先

【
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

【
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
】

　

緯

０
１
１
倆

７
４
６
倆

１
１
９
０

◆
総
合
職
試
験

　

（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

　

４
月
１
日
俄

〜
４
月
８
日
俄

◆
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

　

４
月
９
日
峨

〜
４
月　

日
牙

１８

◆
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

　

６
月　

日
俄

〜
７
月
３
日
我

２４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
人
事
院
北
海
道
事
務
局

　
　

第
二
課
試
験
係

　

緯

０
１
１
倆

２
４
１
倆

１
２
４
８

◆
受
験
資
格

１
昭
和　

年
４
月
２
日
〜

５８

　

平
成
４
年
４
月
１
日

　

生
ま
れ
の
者

２
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

茨

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

２６す
る
見
込
み
の
者

芋

人
事
院
が
茨

に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
試
験
の
区
分

・
労
働
基
準
監
督
官
Ａ
（
法
文
系
）

・
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ
（
理
工
系
）

◆
試
験
日
程
等

・
受
付
期
間

　

４
月
１
日
俄

〜
４
月　

日
牙

１１

・
第
１
次
試
験

　

６
月
９
日
蚊

・
第
２
次
試
験

　

７
月　

日
我

・　

日
牙

１７

１８

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
留
萌
労
働
基
準
監
督
署

　

緯

０
１
６
４
倆

　

倆

０
４
６
３

４２

◆
試
験
区
分

　

Ａ
区
分　

男
性
・
女
性

　

Ｂ
区
分　

男
性
・
女
性

◆
採
用
予
定
人
員

・
１
回
目

　

Ａ
区
分　

男
性　
　
　

名
１６０

　
　
　
　
　

女
性　
　
　

名
３５

　
　
　
　
　

合
計　
　
　

名
１９５

　

Ｂ
区
分　

男
性　
　
　

名
５５

　
　
　
　
　

女
性　
　
　

名
１０

　
　
　
　
　

合
計　
　
　

名
６５

・
２
回
目

　

Ａ
区
分　

男
性　
　
　

名
７０

　
　
　
　
　

女
性　
　
　

名
１０

　
　
　
　
　

合
計　
　
　

名
８０

　

Ｂ
区
分　

男
性　
　
　

名
１３０

自
動
車
税
の
住
所
変
更

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試

験
の
お
知
ら
せ

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ



羽

　
　
　
　
　

女
性　
　
　

名
３５

　
　
　
　
　

合
計　
　
　

名
１６５

◆
受
験
資
格

・
１
回
目

　

Ａ
区
分　

大
学
等
を
卒
業
し
た

者

・
２
回
目

　

Ａ
区
分　

大
学
等
を
卒
業
し
た

者
（
平
成　

年
３
月

２６

卒
業
見
込
み
者
を
含

む
）

・
１
回
目

　

Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
者

（
高
等
学
校
在
学
中
の

者
を
除
く
）

・
２
回
目

　

Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
者

　

年
齢　
　

昭
和　

年
４
月
２
日

５６

か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

（
平
成　

年
４
月
１
日

２６

現
在
で
１
８
歳
以
上

　

歳
未
満
）

３３

◆
試
験
公
告

・
１
回
目　

３
月
１
日
画

・
２
回
目　

７
月
３
日
我

◆
受
付
期
間

・
１
回
目　

４
月
１
日
俄

〜

　
　
　
　
　

４
月　

日
我

１７

　

電
子
申
請
は
４
月　

日
画

ま
で

１２

・
２
回
目　

８
月
７
日
我

〜

　
　
　
　
　

８
月　

日
我

２８

　

電
子
申
請
は
８
月　

日
画

ま
で

２３

◆
試
験
日

・
１
回
目　

５
月　

日
蚊

１２

・
２
回
目　

９
月　

日
蚊

２２

（
警
察
署
警
務
係
）

 

〜
雪
下
ろ
し　

始
め
る
前
に 

　
 

自
分
と
周
囲
の
安
全
確
保
〜

　

例
年
、
こ
の
時
期
は
、
寒
暖
の

差
が
大
き
く
な
り
、
氷
の
よ
う
に

な
っ
た
屋
根
の
雪
が
落
ち
て
下
敷

き
に
な
っ
た
り
、
屋
根
の
雪
下
ろ

し
作
業
中
の
転
落
や
除
雪
機
に
巻

き
込
ま
れ
て
尊
い
命
を
落
と
す
な

ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
屋
根
の
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
ま

し
ょ
う

　

道
路
に
面
し
た
屋
根
や
ビ
ル
の

窓
枠
な
ど
の
氷
雪
を
常
に
点
検
し
、

危
険
な
場
合
は
早
め
に
下
ろ
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
建
物
を
管
理
し

て
い
る
方
は
、
看
板
や
ロ
ー
プ
な

ど
で
歩
行
者
に
注
意
を
促
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
下
ろ
し
は
転
落
防
止
用
ロ
ー

プ
等
を
装
着
し
ま
し
ょ
う

　

雪
下
ろ
し
作
業
中
に
雪
と
と
も

に
屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き
は
、
転

落
防
止
用
の
ロ
ー
プ
を
確
実
に
装

着
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
見
張
り
を
置
き

歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
な
軒
下
を
歩
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

　

落
氷
雪
の
お
そ
れ
の
あ
る
軒
下

な
ど
を
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
落
氷
雪
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

遊
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
と
き

に
は
声
を
掛
け
て
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

▼
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
安
全
を

確
か
め
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う

　

除
雪
中
に
除
雪
機
へ
の
巻
き
込

み
や
、
下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
除
雪
作

業
中
は
服
装
と
周
囲
の
安
全
を
確

認
し
、
作
業
の
中
断
な
ど
で
そ
の

場
を
離
れ
る
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
す
る
な
ど
事
故
防
止
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。（

警
察
署
地
域
係
）

融
雪
期
の
事
故
防
止



迂

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２５年４月分 外来診療体制】

１．当面の間、「一般内科午後診療は、休診となります。」
２．但し、第２、第４木曜日のみ一般内科の午後診療は行います。

（１３時３０分～１５時３０分まで）
３．内科の予約の無い患者さまは９時からの診察となります。
４．コンタクトレンズの処方は行っていませんので、ご了承ください。

ひ と の う ご き

～平成２５年２月末～

人口と世帯数
人口 １,３５３人 （＋１人）
 男 ６４７人
 女 ７０６人

 世帯数 　５９２世帯 （±０世帯）
（　） は前月比

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場窓口は、経済課水産商工係です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

お 

知 

ら 

せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ
ていただきます。

★緊急性のない軽症の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え
ていただき、平日診療時間内に受診されますようご協力願いま
す。（なお、病状などでご心配なことや、受診を希望される場合
は、看護師がご相談を承りますので電話でご相談ください。ご相
談の内容によっては医師と相談し受診の必要性を判断させて
頂きます。）　電話 ０１６４－６２－６０６０

転　　入

２／２７　安　居　頼　子（明　里）

お 誕 生

２／５　佐　藤　 亜 　 柚 （明　里）
あ ゆ

（父：研一　母：政代）

おくやみ

２／２１　松　山　ミツ子

　　　　　　　　　８４歳（初山別）

２／２６　山　田　ユ　ミ

　　　　　　　　　８３歳（豊　岬）

受 付 時 間 等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１０：３０
（第２・４木曜日の
　 午後診療は休止）

－○－○－○－○－○内 科

８：００～１０：３０留萌市立 高橋副院長（隔週）－－－－予約予約－－－－循 環 器 内 科

８：００～１０：３０重原医師　※１９日は休診予約○－－－－－－－－呼 吸 器 内 科

８：００～１０：３０留萌市立より－－－○－－－－－－総　合　内　科

（診療は１４：００から）予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１０：３０
月２回金曜日（５日・１９日）
留萌市立　越湖副院長

－○－○－○－○－○外 科

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（９日・２３日）午前・午後
②月２回木曜日（４日・１８日）（９：００～１７：００）

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

①旭川医大 井上講師
②札幌医大より

－－○○－－－－△△

小 児 科 ①第１・２・３月曜日 （１日・８日・１５日）午前・午後
②毎週木曜日 午前・午後

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申し込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より
第２・４月曜日（８日・２２日）午前中 
※４月からは月２回の診療となります。

皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（３日・１７日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１１：００札幌医大より第２・４金曜日（１２日・１６日）午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 齋藤教授月１回（紹介患者のみ）精 神 科

◎上記診療予定は変更となることもありますことをご了承ください。



　初山別村民憲章　　１　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

● 今月の主な行事予定 ●
（３／１１～４／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（３月号）
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

１１捷

３

月

初山別中学校第６６回卒業証書授与式１２昇

ほしっこくらぶ１３昌

１４昭

１５晶

１６松

１７掌

豊岬小学校　第１１１回卒業証書授与式１８捷

初山別小学校　第１１６回卒業証書授与式
一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

１９昇

春分の日２０昌

予防接種２１昭

暮らしを支えるネットワーク研究会
破砕・危険ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

２２晶

２３松

２４掌

広報配布（お知らせ版）
乳幼児健診
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

２５捷

ふじみへき地保育所　卒園証書授与式
粗大ごみ（全村）

２６昇

２７昌

２８昭

２９晶

３０松

３１掌

村役場　年度初め辞令交付式１捷

４

月

一般ごみ収集日
（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

２昇

３昌

予防接種４昭

ふじみへき地保育所　入園式５晶

初山別小・豊岬小・初山別中学校入学式６松

７掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）８捷

９昇

１０水

雨

中学生の部ベスト８ ！

第１６ 回

北海道子 どもかる た大会

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

気象台ひと口メモ
～「季節予報について」～

　季節予報には、予報期間別に、現在

から２週間程度先までを予測する「異

常天候早期警戒情報」、１か月先まで予

測する「１か月予報」、３か月先までを

予測する「３か月予報」、６か月先まで

を予報する「暖・寒候期予報」があり、

それぞれの期間について、平均的な気

温や降水量などを予報しています。平均

的な気温や降水量などは、３つの階級

（「低い（少ない）」、「平年並」、「高い（多

い）」）に分け、それぞれの階級が出現す

る可能性を確率で表現しています。

　なお、「異常天候早期警戒情報」は、

２週間程度先までの平年からの隔たり

が大きな天候の可能性が高いと予測し

た場合に発表されます。

旭川地方気象台ホームページアドレス

　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

　問合せ先／旭川地方気象台

おめでとうございます！

　苫前町にて１月２７日に開催された中

部３町村の大会で、見事全道大会への

出場権を獲得した小・中学生が、２月２４

日の全道大会へ出場しました。

　札幌市定山渓で行われた大会では、

日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、中

学生の部でベスト８の成績を修めました。
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